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22/28 件から 2/26 件と記載漏れの顕著な改善が見られた。また、1
～ 3 年目の看護師群は、循環異常のアセスメント間違いが 4/11 件
から 0/15 件に減少した。



























使用で背部 (32) 腰部 (61) 膝下 (19.2) 踵部 (28.2 ) ( 単位：mmHg) であっ
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【結果】2014 年 4 月末までの 2 か月間で 140 名の患者から本研究へ
の同意を得た。結果を当日供覧する。
